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[長期総合計画] [事業基本情報]

分野別目標 1 ○ 管理経費

政 策 4

施 策 1 ○ 法定受託事務

取組方針 3

H20

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel）

関連課
現状維持 現状維持

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算 決算 計画 決算

3,192 3,327 3,365 3,781 3,503 5,605 3,341

- - 5.4% 13.6% 4.1% 48.2% ▲100.0% 0.0% -

4,128 4,154 4,154 4,975 4,975 5,206 4,966

0

4,128 4,154 4,154 4,975 4,975 5,206 4,966

1,120

50

3,192 3,327 3,365 3,781 3,503 4,435 3,341
0.55 0.56 0.56 0.67 0.67 0.65 0.65

0

３　目標及び実績
単位 平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値 300 300 300

実績値 400 370

達成度(%) 133.3% 123.0%

目標値 2,200 2,200 2,200

実績値 1,937 1,869 1,837

達成度(%) 88.0% 85.0%

目標値 200,000 238,000 252,000 266,000

実績値 202,889 218,932

達成度(%) 101.4% 109.5%

目標値

実績値

達成度(%)

実
施
内
容

桜まつり
第４４回和歌山公園写生大会
の開催。
和歌山公園菊花展の補助金交
付業務。
動物ふれあいフェスティバル
(5/5)。
子供１日飼育体験

桜まつり
第４５回和歌山公園写生大会
の開催。
和歌山公園菊花展の補助金交
付業務。
動物ふれあいフェスティバル
(5/5)。
子供１日飼育体験

桜まつり
第４６回和歌山公園写生大会
の開催。
和歌山公園菊花展の補助金交
付業務。
動物ふれあいフェスティバル
(5/5)。
子供１日飼育体験

桜まつり
第４７回和歌山公園写生大会の
開催。
和歌山公園菊花展の補助金交付
業務。
動物ふれあいフェスティバル
(5/5)。
子供１日飼育体験

平成30年度

当初予算

▲4.6%

6,016

事業費 3,341

事業費等　（千円）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

伸び率（％）

1,720

活
動
指
標

そ の 他

535

国庫支出金

県支出金

6,551

人件費

正規職員
正規職員以外

小計

平成27年度

所要人数
（人）

正規職員
正規職員以外

成
果
指
標

233,000

300

350

主な予算内訳

233,102

116.6%

117.0%

桜まつり装飾委託料等（１，９５６千円）・菊花展開催費補助金（２５０千円）

0.76

菊花展出展数

指標名

鉢

78.2%

和歌山城天守閣入場者数

件写生大会応募件数

2,200

市　　債

0.1

3,341一般財源（税等）

和歌山公園管理費

一般会計

商工費

事　務　事　業　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

和歌山公園イベント事業（さくら祭、菊花展、天守閣内企画展等）

事業区分(1)
事業経費

その他

観光客受入体制の整備

安定した雇用を生み出す産業が元気なまち

その他

款

平成２８年度 平成２９年度平成２６年度 平成２７年度

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
和歌山公園桜まつりにおけるボンボリ・提灯設置委託業務等。
和歌山公園菊花展における補助金交付業務。
和歌山公園写生大会における公募、審査会・表彰式開催業務。
動物園で行われるイベントでの、ボランティアガイド等への対応。

和歌山城内の主なイベントとして、３月下旬からの桜まつり、
１０月下旬から和歌山菊の会主催の和歌山公園菊花展を開催し
ています。その他、保育園・幼稚園児から高校生までを対象に
した和歌山公園写生大会を開催し、受賞作品は、天守閣に展示
されます。

和歌山城整備企画課

平成３０年度

山路　都子 (435-1044)

事業期間 ～

大事業

項

和歌山公園管理事業

会計

和歌山公園イベント事業事項

会計・
予算区分

継続事業種別

観光資源の魅力向上
事業区分(2)

自治事務

観光の稼ぐ力の強化

観光費

目



４　事業の評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

５　今後の方向性（担当課評価）

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

縮小 現状維持 拡大

評価基準

[妥当性]事業のニーズはあるか 増加している

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき

横ばい 減少している

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか

中長期的に取り組む 緊急性は薄い

できない

[妥当性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい

他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む

一部見直しが必要

達成している(90%以上) おおむね達成(70～90%未満)

[有効性]上位施策への貢献度 貢献度は低い一定の貢献度がある重要かつ高い貢献度がある

[有効性]更に効果が期待できるか できる あまりできない

[効率性]事業費を抑制できるか

　コスト投入の方向性

達成していない(70%未満)

ゼロ

できない 制約はあるが可能性はある できる

見直しが必要

[効率性]受益者負担の見直し 適正 負担は求められない 見直しが必要

見直し・改善内容

和歌山公園写生大会については、未就学児童からの応募が大半を占めていることから、平成２７年度から同児童を対象に新た
に「教育長賞」を設け、応募者（幼稚園等）の奨励に努めた。今後は未就学児童の成長により、小・中学生、高校生への同大会
の裾野の広がりと参加増に期待したい。
他の事業についても同様に、参加者や来場者の傾向から、より積極的なイベント参加を呼びかけられるよう工夫を進める。

担当課評価の根拠

桜まつり・菊花展については、和歌山城内で開催される恒例イベントとして定着しており、また、園児や生徒を対象
とした写生大会の受賞作品は天守閣に展示され、市民との協働で実施される動物園イベントは、本市のシンボルであ
り観光拠点でもある和歌山城の来場者の増加につながる要因であるため、今後とも事業を維持継続していきたいと考
えている。

事
業
内
容
の
方
向
性


